資源物収集のこれまでの経緯
○昭和54年６～８月　…　空きびん・空き缶の分別収集を一部の地域でテスト的に実施する。

（城北・麻生田・託麻原・壺川・川尻の各校区で行った。）

○昭和55年８月　………　全市を対象に本格実施を行う。（月１回収集）

資源回収業者等で構成される次の２業者に補助金を交付することにより実施した。（ただし、２業者の選別施設整備等に対する助成は行っていない。）

■㈱熊本市リサイクル事業センター（昭和55年７月設立）

〔設立当初の構成員〕

西原商店・都環境開発サービスセンター・熊本清掃社・森山定雄・新原富雄・戸原吉興・岡本邦夫

〔現在の構成員〕

西原商店・都環境開発サービスセンター・熊本清掃社・森山商店・川端商店・日建不動産（岡本邦夫）

■有価物回収協同組合（昭和54年５月設立）

〔設立当初の構成員〕

石坂商店・再生資源リサイクルセンター・村田商店・田中商店・水本商店・熊南軽金属・荒尾商店（員外理事）

〔現在の構成員〕

石坂商店・再生資源リサイクルセンター・辻崎商店・アイワ有価物処理企業（S61.6.1 ：名称を有価物回収協業組合石坂グループに変更）

○昭和59年５月　………　乾電池を収集品目に加え、水銀回収を始める。

○昭和61年４月　………　補助事業から委託事業とし、事業名を「あきびん・あきかん再資源化推進事業」とする。また、収集回数を月２回とし、ダンボールを収集品目に加える。

○昭和63年４月　………　新聞紙・雑誌・古着を収集品目に加える。

○平成２年４月 　………　事業名を「資源ごみ再資源化推進事業」とする。

○平成６年４月 　………　びん・缶類と古紙類の収集車を別車両とする。

○平成10年４月　………　事業名を「『資源物』等再資源化推進事業」とする。

ペットボトル収集選別開始、紙収集週１回直営での収集開始。

○平成13年10月 ………　ペットボトルの収集日を資源物収集日の裏日に変更。

ガラスびん収集の現状・経緯

１　現状「容リ協会＝財」日本容器包装リサイクル協会」

　　ア　石坂グループ

　　　　・無色のガラスびん　　　容リ協会⇒再商品化事業者

　　　　・茶色のガラスびん　　　容リ協会⇒再商品化事業者

　　　　・その他のガラスびん　　容リ協会⇒再商品化事業者

　　イ　リサイクル事業センター

　　　　・無色のガラスびん　　　独自ルート（売却）

　　　　・茶色のガラスびん　　　独自ルート（売却）

　　　　・その他のガラスびん　　容リ協会⇒再商品化事業者

２　経緯

　　（１）平成13年度に「再商品業者Ａ」より品質改善要望書

　　　　「シティーＦＭ」で広報・「ごみ収集カレンダー」に詳しく記載

　　（２）平成14年度の６月・７月の「市政だより」で広報

　　（３）平成14年度に「その他のガラスびん」について再商品業者Ｂより品質改善要望書の提出依頼

　　（４）　〃　10月「容リ協会」から品質改善要求書

　　（５）　〃　12月品質改善が完了していないためア業者「取引停止」の勧告

（６）　〃　１月容リ協会来課

　　　　　・イ業者の「その他のガラスびん」「取引停止」

　　　　　・平成15年度の「その他のガラスびん」取引停止

　　　　　・　〃　「無色・茶色のガラスびん」は４月に品質改善されていなければ引取停止を勧告

